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過去に優勝および 3位表彰台の獲得実績がある、得意の岡山国際サーキットにて第 3戦が開催された。

【予選】
前日までは台風の影響による大雨が続き、
十分なセットアップや走行ができないまま予選を迎えることとなった。
しかし、相性の良いサーキットということもあり、念願のポールポジション獲得に向けてアタックに臨んだ。
予選残り時間 5分となったタイミングでコースインし、他車に先駆けてアタックを開始。
セクター 1からセクター 3にかけて全体ベスト（マゼンタタイム）を記録し、暫定トップに躍り出る。
しかし、その後アタックを行った後続の 1台に僅差でかわされ、予選は 2位となった。

【決勝】
フロントローからのスタートを迎えた。
奇しくもフロントローに並ぶ 1位・2位の顔ぶれは 3年前と同じドライバーである。
3年前のレースでは逆転優勝を果たしているだけに、チーム一同、期待を胸に決勝へ挑んだ。
スタートの蹴り出しは抜群で、トップと並走しながら 1コーナーへ進入。
しかし、その際に惜しくも接触がありペースダウンを余儀なくされる。
冷静にポジションを取り戻し、2位でオープニングラップを終えた。
決勝中のレースペースは終始こちらに分があり、ファステストラップを更新しながら首位の車両を猛追。
しかし、コース幅が狭くオーバーテイクが困難なサーキット特有の展開に阻まれ、もどかしい時間が続く。
終盤まで幾度となくプレッシャーをかけ続けたが、惜しくも届かず 2位でのフィニッシュとなった。

今回の 2位表彰台は、当チームにとって初の快挙となる。
これによりシリーズランキングは 3位へと浮上した。
次戦の十勝では、さらに上の表彰台の頂点を目指したい


